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　補正された排出口の高さ He(m)

　排出口の実高さ 　　　　Ho(m)

　株式会社ヒラカワガイダム製 造 者

形　　式

名　　称

対象ボイラー（１）

ボイラー室平面図　S：Free

　蒸気ボイラーＮｏ.１

　ＭＰ８０４

最高使用圧力 　０.９８１MPa

　ＭＧＡＳ　　３３４Nm3/h

バーナーの燃料

　２.７７１t/h.at80℃

伝熱面積 　２９.２m2

製造番号 　Ｂ－１２８８７

の燃焼能力

(重油換算 L/h)

対象ボイラー（２）

　ＡＯＩＬ　　２１０L/h

　　　　　　（２０９L/h）

定格換算蒸発量

最大蒸発量

　３.０t/h

製 造 者

形　　式

名　　称

　ＭＰ８０４

最高使用圧力

　ＭＧＡＳ　　３３４Nm3/h

バーナーの燃料

伝熱面積 　２９.２m2

製造番号

の燃焼能力

(重油換算 L/h)

　ＡＯＩＬ　　２１０L/h

　　　　　　（２０９L/h）

定格換算蒸発量

最大蒸発量

　３.０t/h

　蒸気ボイラーＮｏ.２

　株式会社平川鉄工所

　７.０kg/cm2

　２.７８５t/h.at80℃

　Ｂ－１０７６０、ＭＰ８０４

計算条件（蒸気ボイラーＮｏ.１）

　補正された排出口の高さ He(m)

　排出口の実高さ 　　　　Ho(m)

計算条件（蒸気ボイラーＮｏ.２）

　20.4

　20.4

　21.9

　21.7
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ボイラー室平面図　S：Free

　Ｎｏ.１温水ボイラー

　株式会社ヒラカワガイダム

　ＶＥＣ－６５ＹＳ

　５０×１０^４kacl/h

　１７.５m2

　５０ｍ

　６４.８L/H　／　１１２m3/H

　ＡＯＩＬ　　／　ＭＧＡＳ

　Ｖ－２９８７

　ＡＯＩＬ　　　６６L/h

製造番号

定格出力

伝熱面積

最高使用水頭

燃料消費量

燃　　料

製 造 者

形　　式

名　　称

バーナーの燃料

　ＭＧＡＳ　　１０３Nm3/hの燃焼能力

　　　　　　　（６４L/h）(重油換算 L/h)

対象ボイラー（１）

　株式会社ヒラカワガイダム

　ＡＯＩＬ　　　６６L/h

製造番号
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伝熱面積

燃料消費量
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　　　　　　　（６４L/h）(重油換算 L/h)

対象ボイラー（２）

　Ｎｏ.２温水ボイラー

　ＶＥＣ－５０ＹＧ－Ｒ－Ａ・Ｇ

　２.１×１０^9J/h

　１８.１m2

　０.４９MPa

　５６.３kg/H　／　１０３m3N/H

　ＡＯＩＬ　　 ／　ＭＧＡＳ

　Ｖ－１０６４０

計算条件

　12.0×0.198φ

　補正された排出口の高さ He(m)

　排出口の実高さ 　　　　Ho(m)

　12.0(陣笠有り)

最高使用圧力
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